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食物学会誌50号 に寄せて

調理学科目 ・教授 口羽 章子

 今年は,戦 後50年 とい う節 目の年で した。 この歴史の大転換期 を回想 して過去の反省

すべ き問題が種 々提起 され,歳 月 とい う距離が,当 時の我が国の行為 を冷静 な 目で客視

的に判断す る機会を与 えた こと,新 しい一・歩を踏み出すために,そ れが如何に大切なこ

とであるか も知 りま した。

 同 じ年,私 は食物学会誌 が,50号 発刊 とい う記念すべ き年であることを編集責任者の

成田先生か ら教え られ,正 直驚 きま した。実は,学 会誌発刊か ら今 日までの40年 近 い歳

月は,自 身 の半生 と重 なるだけに,私 はつい情緒的な思いにかられ ることにな りま した。

 発刊号に寄せた黒川教授(故 人)の 巻頭言は,当 時の先生を想起す るのに充分で,家

政学原論学者 として一方の旗頭であ ると自他共に認めておられた先生の,面 目躍如た る

有様が彷彿 と浮び ます。

 ふ り返えれば,当 時の食物学科は,昭 和24年 の学制改革に よって発足 した新制大学 と

して誕生 した学科であ りました。現在の家政学共通専門科 目である家政学原論担当の黒

川教授が初代食物学会長であられた ことも不思議 な気もします。私は先生 の レポー トに

「家政 とは家庭生活 の営み,学 は科学の意味であ り,生 活の営みを科学的に研究す る学

問が家政学である」 と書いた ことがあ りま した。 これに対 して先生は 「家政学がはた し

て一つの学問であ るか否かについてその理念 と哲学を通 じ,学 問大系を明 らかにす るの

が家政学原論 であ り,家 政 を学ぶ ことが 日常家事技術を主軸 に した ものであ ってはな ら

ない」 と,科 学 と書 いた私 の レポー トを家事技術 と置 き換えて,卒 業研究 にあけ くれて

い るただの学生に まで論戦をい どまれた一徹な教授でもあ りま した。その後食物学科 は,

昭和28年 に他大学 よ り一足早 く栄養士の養成機関として認可 され,現 在 のカ リキ ュラム

に近い4ブ ロック体制が漸次構築 されは じめ,各 専門分野の教授 を迎え ることができま

した。家政学 の哲学的体系 の充実を望 まれた黒川教授の考え とは裏腹に,ま た一方では

先生の願望でもあ った家事技術的色彩が払拭 され,科 学的な実践学 としての体制が整 う

ことになった訳です。

 一方本学の食物学会誌が,50号 の今 日まで女子大学の紀要 レベル以上 の専門性の高い

著述に よって構成 され,同 時に本学食物学科の学問 レベルを維持す ることが可能にな っ
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たその原動力には,無 か ら研究体制の確立 のため努力 された先輩諸先生 方の壼力を忘れ

ることはで きません。その ことが,優 秀な先生方を迎え且つ今 日の食物学科の研究 ・教

育 レベルの向上に大き く寄与 した と思 うか らです。何時の間にか50号 に寄せて,来 し方

を語 ることにな りました。

 今後 もこの多様な社会変化の中において,生 活科学 とい う学問が魅力的かつ社会的有

効性を感 じさせ る重要な研究分野 として発展 し,本 誌がそれを リー ドしていって くれる

ことを期待 して,食 物学会誌に私はエールを送 りたいと思います。


